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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
連設した複数の水路形成用コンクリート製品のジョイント部に、水路側に突出するように
鋼板を挟持して固定し、コ字型に形成したメッシュ状部材の両端に取り付けた各取付板を
それぞれ異なる前記鋼板の突出部に固定し、メッシュ部材と水路壁との空間に隙間形成の
可能な充填材を詰めたことを特徴とする水路用護岸。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、側壁や底部を備えた水路形成用コンクリート製品を連設して水路を形成してな
る水路用護岸に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、海、河川、湖、池、浄水場などに雨水、農業用水、排水などを送水するために
、コンクリート製の水路用護岸が形成されており、壁面や底面が浸蝕されることなく送水
して、必要水量の確保や外部への無用の環境汚染をしないように配慮されている。しかし
ながら、このコンクリート製の水路用護岸は水生植物や水棲動物が生息しにくいため、周
囲の自然界から遊離し、自然との調和がはかりにくいものであった。
【０００３】
そこで、特許文献１には、側壁部を、対向して配置された２枚の網状板間に多数の石を収
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納保持可能に形成し、底部を前記側壁を連結するリブにて形成した水路用護岸が開示され
ており、水生植物が根を張るとともに、水棲動物が石と石の間に生息し、自然の浄化作用
による浄化を行うことができるとともに、自然環境に近い水路を提供することが提案され
ている。
【０００４】
【特許文献１】
特開平２００２ー８８７４０号公報
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記の水路用護岸では、コンクリート製護岸の利点を全く排除するもので
あって、壁面や底面が浸蝕されたり、土圧に対する安定した強度の確保ができないため、
漏水などにより農業用水などの必要水量の送水ができなくなるのみならず、自然の浄化作
用による浄化では浄化しえない不測の一時的排水の流入などによって、外部への無用の環
境汚染をするおそれがあるなどの欠点があった。
【０００６】
本発明は、上記のような従来の欠点を改善して、壁面や底面が浸蝕されることなく、土圧
に対する安定した強度の確保を図るなどのコンクリート水路の特性を有しながら、植物や
水棲動物などの生物の最適な生息領域とすることによって、生物との共存共栄、自然との
調和を図ることができる水路用護岸の提供を目的とするものである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明は、かかる目的を達成するものであって、連設した複数の水路形成用コンクリート
製品のジョイント部に、水路側に突出するように鋼板を挟持して固定し、コ字型に形成し
たメッシュ状部材の両端に取り付けた各取付板をそれぞれ異なる前記鋼板の突出部に固定
し、メッシュ部材と水路壁との空間に隙間形成の可能な充填材を詰めたことを特徴とする
水路用護岸である。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の水路用護岸を図示の実施例に従って説明する。
【０００９】
図１～４において、１は本発明の水路用護岸であって、該水路用護岸１は、水路形成用コ
ンクリート製品１０と鋼板２０とメッシュ状部材３０と充填材４０とから構成されている
。
【００１０】
前記水路形成用コンクリート製品１０は、図１に示すように、コンクリートなどを主材と
して形成した側壁１１，１１、底部１２とからなる三面張りコンクリート製品などであり
、図２に示すように、各側壁１１の端部（ジョイント部）１３がそれぞれ密接するように
連設して使用されるものである。連設のさいには、ボルトで係止する方法や溝にはめ込む
方法などの各種の方法によって固定し、必要に応じてモルタルなどで漏水の防止がなされ
る。
【００１１】
前記鋼板２０は、図２に示すように、水路形成用コンクリート製品１０のジョイント部１
３に水路側に突出するように挟持されて固定されるものであって、このように水路形成用
コンクリート製品１０のジョイント部１３に挟持して固定するため、水路形成用コンクリ
ート製品１０の連設のさいに簡易に確実に取り付けが可能である。鋼板２０は、高強度で
あって、耐腐食性のものであれば、他の素材であって良い。さらに、耐腐食性が要求され
る場合には、ステンレス製とすることが望ましい。
【００１２】
前記メッシュ状部材３０は、図４に示すように、コ字状に形成されたメッシュ部３１とこ
の両端に取り付けた取付板３２とからなっている。取付板３２は係止具３３によって鋼板
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２０と係止されるようになされている。メッシュ部３１の形状は略コ字状であれば良く、
充填材４０の形状や数量などに応じて変形は可能である。メッシュ部３１の目の形状や粗
さも、充填材４０の形状や数量などに応じて適切なものを選択することが望ましく、充填
材４０が流出しない範囲であって、小魚などが出入り可能な程度の形状や粗さであること
が望ましい。メッシュ部３１と取付板３２は、メッキを施してあると、半永久的に使用可
能である。
【００１３】
前記充填材４０は、砕石、玉石や栗石などの石材や間伐材、そだ束などの隙間形成の可能
なものであって、間に適度の隙間が多数、形成され、水生植物が生育しやすい広い表面積
が形成されるとともに、水棲動物が餌をとったり、隠れ場所として出入り可能な空間が形
成されることが望ましい。
【００１４】
ここで、本発明の水路用護岸１を構築する方法の一例について詳述する。
図２などで示すように、水路形成用コンクリート製品１０のジョイント部１３に水路側に
突出するように鋼板２０を挟み込み、固定しながら水路形成用コンクリート製品１０を据
え付けて行く。このさい、水路形成用コンクリート製品１０と鋼板２０の固定方法として
は、ボルトで係止する方法や溝にはめ込む方法などの各種の方法によって行うことができ
る。鋼板２０の水路側突出部に、コ字型に曲げたメッシュ状部材３０の先端に取り付けた
取付板３２をボルトとナットなどの係止具３３で固定する。メッシュ状部材３０と水路形
成用コンクリート製品１０の水路壁との間には、図５と図６に示すように、砕石（栗石）
を詰める。あるいは、図７と図８に示すように、間伐材を立て掛ける。あるいは両者を併
用するか、またはそだの束を立て掛けることもできる。メッシュ状部材３０の間に詰めた
砕石（栗石）、間伐材、そだの隙間が水生植物や水棲動物の住み処となるとともに、水の
浄化作用の促進にも寄与するものである。なお、メッシュ部材３０は腐食しても取り替え
が容易である。
【００１５】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、本発明の水路用護岸は、壁面や底面が浸蝕されることな
く、土圧に対する安定した強度の確保を図るなどのコンクリート水路の特性を有しながら
、水生植物や水棲動物など生物の最適な生息領域とすることによって、水生植物を繁茂さ
せ、自然に近い景観を保持することができるとともに、小魚などの生物の餌を供給するこ
とができ、自然との一層の調和を図ることを可能とし、生物との共存共栄、自然との調和
を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の水路用護岸の側面図である。
【図２】図１に示した水路用護岸の平面図である。
【図３】本発明の水路用護岸の正面断面図である。
【図４】図１に示した水路用護岸のメッシュ部材の斜視図である。
【図５】本発明の水路用護岸に栗石を充填した状態を示す正面断面図である。
【図６】図５の状態を示す拡大側面図である。
【図７】本発明の水路用護岸に間伐材を充填した状態を示す平面図である。
【図８】図７の状態を示す側面図である。
【符号の説明】
１：水路用護岸
１０：水路形成用コンクリート製品
１１：側壁
１２：底部
１３：ジョイント部
２０：鋼板
３０：メッシュ状部材
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３１：メッシュ部
３２：取付板
３３：係止具
４０：充填材

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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